
東京五輪・パラリンピックで活躍した選手らの顕彰 表彰式で記念撮影に応じるメダリストら＝ 日 文科省

文
部
科
学
省
は

日
、
東
京
五

輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
活
躍
し

た
選
手
ら
の
顕
彰
、
表
彰
式
を
開

き
、
日
本
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
初
の
五

輪
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
男
子
エ

ペ
団
体
の
見
延
和
靖（
ネ
ク
サ
ス
）

は
あ
い
さ
つ
で
「
感
謝
の
気
持
ち

を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
こ
と
を
強

く
感
じ
る
大
会
だ
っ
た
。
ス
ポ
ー

ツ
界
の
発
展
に
少
し
で
も
貢
献
で

き
る
よ
う
努
力
す
る
」
と
決
意
を

述
べ
た
。
五
輪
、
パ
ラ
の
メ
ダ
リ

ス
ト
、
入
賞
者
と
、
そ
の
指
導
者

が
対
象
。
式
典
に
は
五
輪
の
９
選

手
、パ
ラ
の

選
手
が
出
席
し
た
。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
日
本
代
表
で
金

メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
上
野
由
岐
子

（
ビ
ッ
ク
カ
メ
ラ
高
崎
）
は
「
プ

レ
ー
と
並
行
し
て
、
若
い
世
代
に

培
っ
た
も
の
を
伝
え
る
活
動
に
も

力
を
入
れ
る
」
と
意
欲
を
語
り
、

一
線
を
退
く
意
向
の
卓
球
男
子
の

水
谷
隼（
木
下
グ
ル
ー
プ
）は
「
何

を
し
て
い
く
か
探
し
て
い
る
状

態
。
役
に
立
つ
仕
事
を
見
つ
け
た

い
」
と
話
し
た
。

パ
ラ
の
競
泳
男
子（
視
覚
障
害
）

で
優
勝
し
た
木
村
敬
一
（
東
京
ガ

ス
）
は
「
金
メ
ダ
ル
に
代
わ
る
目

標
を
見
つ
け
る
の
が
今
の
目
標
」

と
説
明
。

歳
で
日
本
最
年
長
金

メ
ダ
リ
ス
ト
と
な
っ
た
自
転
車
女

子
で
ロ
ー
ド
２
冠
の
杉
浦
佳
子

（
楽
天
ソ
シ
オ
ビ
ジ
ネ
ス
）
は
今

後
に
つ
い
て
「
一
生
現
役
で
す
か

ね
」
と
笑
顔
で
語
っ
た
。

見延 発展貢献へ努力

上野 若い世代へ継承
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【優秀者顕彰】◇五輪▷フェンシング 見延和靖（ネクサス）

▷ソフトボール 上野由岐子、藤田倭、我妻悠香、市口侑果、内

藤実穂、山本優、森さやか（以上ビックカメラ高崎）原田のどか

（太陽誘電）

◇パラリンピック▷陸上 唐沢剣也（県社会福祉事業団）

【入賞者表彰】◇五輪▷フェンシング 敷根崇裕、永野雄大、

青木千佳（以上ネクサス）田村紀佳（旭興業、高崎商大附高出身）

◇パラリンピック▷陸上 唐沢剣也（県社会福祉事業団）▷５

人制サッカー 園部優月（筑波大付属視覚特別支援学校、富岡市

出身）▷柔道 永井崇匡（学習院大職、中之条町出身）▷競泳

由井真緒里（上武大）

【功労者顕彰】◇五輪▷卓球 馬場美香▷ソフトボール 宇津

木麗華、山路典子◇パラリンピック▷陸上 星野和昭

【功労団体表彰】◇五輪 ネクサス、ビックカメラ、太陽誘電

抽
選
に
臨
む
関
東
秋
季
県
大
会
参
加
チ
ー
ム

上

と
県
ガ
ー
ル
ズ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
の

参
加
チ
ー
ム
‖
上
毛
ホ
ー
ル
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【市太田】打安点
④ 須藤朱３００
② 藤 生４００
③ 木 村２１０
⑦８神 成３１０
⑨ 米 山１００
１ 津久井１００
①７荒 井２００
Ｈ 鈴 木１００
７ 中 村０００
⑤ 須 田３００
⑥ 丸 岡３２０
⑧９伊 藤２００
振球犠盗失―――
６４０３３ ４０
【利根商】打安点
⑦ 長谷川２１１
１ 那 須０００
１３内田耀１１０
④ 遠 藤２２１
⑥ 真 庭２００
② 大 沢４１１
③１内田湘４１１
⑤ 保 坂３１２
５ 関 根０００
⑨ 林 ３２０
⑧ 坂 田２１０
①７高 橋２２０
７ 粕 川０００
振球犠盗失―――
１３４００ ６

投 手 回 安責
荒 井 ２⅓３０
津久井 ３⅔９３
……………………
高 橋 ４ ４０
那 須 １ ０１
内田耀 １⅓００
内田湘 ⅔００
▷二塁打 丸岡
長谷川▷審判 星
野光 五十嵐 関
根 横田

秋季関東高校野球県予選
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常磐―新田暁 １回裏暁１死一 三塁 下山が左越えの

３点本塁打を放つ＝グレースイン前橋市民
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【常 磐】打安点
⑧ 小 林４００
⑨ 神 部４２０
⑦１金 子４１１
⑤ 金 井４００
② 半 田３１０
⑥ 富 岡３１０
④ 上 野３００
③ 根 岸３００
① 木 村０００
１ 永 島２１０
７ 清 水１００
振球犠盗失―――
３０００１ ６１
【新田暁】打安点
⑦ 山田翔３２０
⑧ 田 中３１０
② 川 端４１０
① 下 山３１３
⑨ 山 口４３１
⑤ 山田颯３００
④ 矢 田４１０
③ 丸 山３００
⑥ 塚 野３００
振球犠盗失―――
８２２２０ ９４

投 手 回 安責
木 村 ⅓３３
永 島 ３⅔３１
金 子 ４ ３０
……………………
下 山 ９ ６１
▷本塁打 下山▷
三塁打 金子▷二
塁打 山口▷審判
横田 関根 木
暮 五十嵐

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

【富 岡】打安点
⑥ 石 川４１１
⑧ 長 岡４２０
⑨ 土 屋２００
Ｈ９槻岡昇２２０
③ 笹 川３１０
⑤ 北 村２１１
② 中 山２００
⑦ 羽子田２１０
Ｈ 柳 沢１００
７ 春 山０００
④ 防 村３００
① 水 野３００
振球犠盗失―――
４１２１１ ８２
【太 田】打安点
⑧ 高 橋３１０
⑨ 石 倉３００
４ 高 柳１００
⑥ 阿 部４１２
③ 加 賀２１２
１ 宮 下０００
１ 長 沢１１０
⑦ 今 ４３３
② 小 林３２１
⑤３木部恵４２１
① 木部広１００
Ｈ５ 礒 １００
④ 飯 島１００
Ｈ９布 川１００
振球犠盗失―――
５３２３１ ９

投 手 回 安責
水 野 ６⅓ ９
……………………
木部広 ５ ２０
宮 下 １⅔６３
長 沢 ⅓００
▷本塁打 石川▷
三塁打 加賀 今
長沢▷二塁打
長岡 阿部▷審判
阿部勝 大川
田中利 込山

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

【桐生工】打安点
③ 小 野４１１
⑦ 新 井２００
⑧ 松 村３００
① 星 野２００
② 吉 沢４３２
⑨ 佐 野３００
⑥ 小 菅３１２
⑤ 小 山４１１
④ 松 井３２１
振球犠盗失―――
４６３３１ ８７
伊勢崎興陽 打安点
④ 浅 井３１０
⑧ 松 本３００
①５前 原３１０
② 平 井３００
③ 徳 江３００
⑤ 田 中３１０
⑥１長谷川侑３００
⑦ 長谷川凜１００
７ 阿 部１００
⑨ 小 暮２１０
振球犠盗失―――
８００１４ ４０

投 手 回 安責
星 野 ７ ４０
……………………
前 原 ５⅔６３
田 中 ⅔１１
長谷川侑 ⅔１１
▷審判 田中利
込山 阿部勝 大
川

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

【関学附】打安点
⑧ 小林黎２２２
④ 日 高１１１
Ｈ４柴 田１００
⑥ 吉 田４２１
③ 栗 本３１１
⑦ 阿 部２２１
Ｈ２来 須１００
②７高 橋４２１
７ 藤 井０００
⑤ 小林一２２３
Ｒ５早 川１００
⑨ 山 田１１３
Ｈ 須 永１００
９ 尾 形０００
① 馬 場１１１
Ｈ１島 津１００
振球犠盗失―――
３７４４１
【前 橋】打安点
⑥ 美才治２１０
④ 斎 藤２００
③ 高 橋２００
⑧ 八 巻２１０
⑤ 長谷川２００
⑨ 内 田２１０
⑦ 赤 石１１１
Ｈ 金 井１００
② 武 智２００
① 安 藤０００
１ 井 野１００
Ｈ 高 柳１００
振球犠盗失―――
３０００２ ４１

投 手 回 安責
馬 場 ４ ４１
島 津 １ ００
……………………
安 藤 ⅓３５
井 野 ４⅔ ９
▷本塁打 吉田▷
三塁打 山田▷二
塁打 小林黎 小
林一 阿部 高橋
▷審判 青山 上
原 佐藤 富井
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前橋育英 打安点
④ 横 倉３００
⑤ 和 田３１１
⑨１岩崎鈴３００
⑥ 岡 田４００
② 清 塚５２０
⑦ 安 部２００
③ 金 子４１２
① 高橋幸２１０
１ 岩崎結０００
Ｈ 藤 生１００
１ 須 藤０００
Ｈ９宮 嶋０００
⑧ 小田島４３０
振球犠盗失―――
６６４１２ ８３
高崎商大附 打安点
⑧ 鎌 田４２１
⑤ 羽 切３００
③ 前 川３００
⑨ 戸 部３２０
⑦１星 野４００
④ 丸 橋４１２
⑥ 朝比奈４００
①７佐々木３１１
② 神 宮３１０
振球犠盗失―――
５３０１１ ７４

投 手 回 安責
高橋幸 ３⅔４３
岩崎結 １⅓１１
須 藤 ３ ２０
岩崎鈴 １ ００
……………………
佐々木 ８0/3８２
星 野 １ ００
▷本塁打 佐々木
▷三塁打 鎌田
丸橋▷二塁打 清
塚 神宮▷審判
久木原 千喜良
堀越春 小林登

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

【高崎商】打安点
⑧ 大 山４１０
⑦ 横 尾４００
⑨ 鎌 田２１１
⑤ 加 藤３００
４ 山 口０００
Ｈ 石 田１１０
Ｒ 工 藤０００
③ 松 林４００
② 中 條４１０
① 中 嶋２１０
１ 高 橋０００
④６浅 見３００
⑥５藤 巻３００
振球犠盗失―――
６２１１１ ５１
【前橋東】打安点
④ 石 田３００
⑧ 青 野４１０
⑥ 源 後３１０
⑤ 田中杜２００
③ 三 浦３０１
⑨ 町 田３１０
① 石 原２１０
１ 大 森１１０
⑦ 今 井１００
② 佐 藤２０１
振球犠盗失―――
２４４１２ ５２

投 手 回 安責
中 嶋 ６0/3５２
高 橋 ２ ００
……………………
石 原 ４⅔２１
大 森 ４⅓３０
▷本塁打 鎌田▷
二塁打 石原 大
森▷審判 富井
佐藤 上原 青山

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

【太田東】打安点
⑧ 金 子１００
①６金 井２００
⑨ 杉 本１００
② 坂 野２００
⑦ 高 木２００
⑥９石 関２００
⑤ 遠 藤２００
④ 上 村２１０
③ 黒 沢２００
振球犠盗失―――
２２０２２ １０
【渋 川】打安点
⑧ 水 出３２２
⑥ 清 水４３２
⑦ 松 村３００
③ 野 中２１０
② 小此木４３３
⑨ 大 村３２１
④ 田 島３１０
４ 木 村０００
① 石 坂２０１
⑤ 畔 上３２０
振球犠盗失―――
３３２００ ９

投 手 回 安責
金 井 ４ ３
金 子 0/3１２
杉 本 ⅓１０
……………………
石 坂 ５ １０
▷二塁打 水出
清水▷審判 千喜
良 小林登 久木
原 堀越春
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新
田
暁

▽
２
回
戦

野球
…
新
田
暁
が
逃
げ
切
っ

た
。
初
回
、
山
田
翔
の
四
球

と
川
端
の
中
前
打
で
１
死

一
、
三
塁
と
し
、
下
山
が
左

越
え
に
先
制
３
ラ
ン
。
三
回

は
山
口
の
中
前
適
時
打
で
加

点
し
た
。
先
発
下
山
は
無
四

球
６
安
打
で
完
投
し
た
。

常
磐
は
九
回
、
神
部
の
内

野
安
打
、
金
子
の
適
時
三
塁

打
で
１
点
を
返
し
た
が
届
か

な
か
っ
た
。

下
山

投
打
に
大
車
輪

日
の
初
戦
、
前
橋
南
戦

で
５
安
打
完
封
し
た
新
田
暁

の
右
腕
・
下
山
輝
は
、
こ
の

日
も
最
後
ま
で
マ
ウ
ン
ド
を

守
り
切
っ
た
。
強
打
の
常
磐

打
線
を
６
安
打
１
点
に
封

じ
、
２
試
合

回
、
計
２
０

３
球
を
投
じ
て
、
試
合
後
、

「
疲
れ
た
」
と
言
葉
少
な
く

疲
労
感
を
漂
わ
せ
た
。

１
８
３
㌢
の
長
身
か
ら
力

み
な
く
放
た
れ
た
球
は
、
糸

を
引
く
よ
う
に
捕
手
の
ミ
ッ

ト
に
吸
い
込
ま
る
。
「
入
学

当
初
か
ら
可
能
性
を
秘
め
た

選
手
。
リ
ズ
ム
と
制
球
が
良

い
」
と
内
田
昇
監
督
が
評
価

す
る
よ
う
に
、
直
球
と
変
化

球
が
低
め
に
決
ま
り
、
長
打

は
１
本
に
封
じ
た
。
「
（
内

外
角
の
）
コ
ー
ス
に
投
げ
、

う
ま
く
打
ち
取
れ
た
」
。
自

身
の
投
球
術
に
確
か
な
手
応

え
を
得
た
様
子
だ
っ
た
。

右
肘
の
リ
ハ
ビ
リ
を
終
え

て
ま
だ
間
も
な
い
。
１
年
の

冬
に
け
が
を
し
て
、
今
夏
の

選
手
権
群
馬
大
会
直
前
に
復

帰
。
玉
村
戦
で
１
回
を
無
安

打
に
抑
え
、
「
痛
み
や
違
和

感
が
な
か
っ
た
。
気
持
ち
良

く
投
げ
ら
れ
た
」
と
自
信
を

付
け
た
。

打
っ
て
も
初
回
、
高
校
初

と
な
る
本
塁
打
を
放
っ
た
。

「
あ
、
入
っ
た
ん
だ
」
。
ベ

ン
チ
か
ら
の
歓
声
と
塁
審
の

手
が
回
っ
た
の
を
見
て
、
本

塁
打
を
実
感
し
た
と
い
う
。

投
打
に
大
車
輪
の
活
躍

で
、
次
戦
に
向
け
「
こ
れ
ま

で
と
変
わ
ら
ず
に
コ
ー
ス
を

突
く
投
球
を
し
た
い
」
と
意

気
込
ん
だ
。

（
山
崎
遼
）

桐生工―伊勢崎興陽 １失点に抑えた

桐工の主戦星野＝上毛新聞敷島

市太田―利根商 軽快なクラブ

さばきをみせる利商の遊撃手・

真庭＝グレースイン前橋市民

星

稜

中

（
石

川
）

３
｜
０

高
崎
塚
沢
中

◆
軟
式
野
球

文
部
科
学
大
臣
杯
全

日
本
少
年
大
会
第
３
日
（

日
・
静
岡

市
西
ケ
谷
総
合
運
動
場
野
球
場
ほ
か
）

▽
準
々
決
勝
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ご
ご
ご
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チャンピオン
シップ目指す
五十嵐が力強く抱負

サ
ン
ダ
ー
ズ
１
日
開
幕
戦

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
男
子

Ｂ
リ
ー
グ
は

日
、
今
季
開

幕
に
向
け
、
オ
ン
ラ
イ
ン
取

材
会
を
開
い
た
。
１
部
（
Ｂ

１
）
に
昇
格
し
た
群
馬
ク
レ

イ
ン
サ
ン
ダ
ー
ズ
の
五
十
嵐

圭

が
開
幕
節
（

月
１
、

２
日
・
ブ
レ
ッ
ク
ス
ア
リ
ー

ナ
宇
都
宮
）
で
対
戦
す
る
宇

都
宮
ブ
レ
ッ
ク
ス
の
田
臥
勇

太

と
登
壇
。
五
十
嵐
は

「
ス
タ
ッ
フ
と
メ
ン
バ
ー
が

大
幅
に
入
れ
替
わ
る
中
で
、

課
題
を
開
幕
ま
で
に
修
正

し
、
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ

を
目
指
し
た
い
」
と
抱
負
を

語
っ
た
。

宇
都
宮
に
つ
い
て
、
五
十

嵐
は
「
Ｂ
１
初
代
王
者
で
昨

季
も
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
に
な

り
、
Ｂ
リ
ー
グ
を
引
っ
張
っ

て
い
る
。
自
分
た
ち
の
位
置

を
知
る
に
は
良
い
相
手
」
と

印
象
を
述
べ
、
田
臥
は
サ
ン

ダ
ー
ズ
に
つ
い
て
「
Ｂ
２
（
２

部
）
で
結
果
を
残
し
、
五
十

嵐
選
手
も
加
わ
っ
て
勢
い
が

あ
る
。
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
で

戦
い
た
い
」
と
応
じ
た
。

勝
敗
の
行
方
に
つ
い
て
、

五
十
嵐
は
「
守
備
を
い
か
に

攻
撃
で
こ
じ
開
け
る
か
。
リ

バ
ウ
ン
ド
が
鍵
に
な
る
」
、

田
臥
は
「
守
備
か
ら
し
っ
か

り
入
っ
て
攻
撃
に
つ
な
げ
た

い
」と
ポ
イ
ン
ト
を
挙
げ
た
。

長
く
日
本
バ
ス
ケ
ッ
ト
界

で
活
躍
す
る
互
い
の
印
象
に

つ
い
て
、
五
十
嵐
は
「
同
学

年
の
田
臥
選
手
と
の
対
戦
は

刺
激
に
な
る
。
若
い
選
手
に

負
け
な
い
よ
う
頑
張
り
た

い
」
と
語
り
、
田
臥
も
「

歳
を
過
ぎ
て
一
緒
に
プ
レ
ー

で
き
る
の
は
う
れ
し
い
」
と

対
戦
を
心
待
ち
に
し
た
。

（
新
井
正
人
）

‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡

開
幕
に
向
け
た
オ
ン
ラ

イ
ン
取
材
会
で
ガ
ッ
ツ

ポ
ー
ズ
す
る
五
十
嵐

ⓒ
段

Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｇ
Ｕ
Ｅ

▲
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｄ ＺＺＺＺＺＺＺ

桐
工

着
実
に
加
点

桐
生
工２０

３

０
０
１

２
―
８

０
０
０

０
０
１

０
―
１

伊
勢
崎
興
陽

（
七
回
コ
ー
ル
ド
）

野球
…
桐
生
工
が
小
刻
み
に

加
点
し
た
。
初
回
２
死
二
、

三
塁
か
ら
吉
沢
の
中
前
打
で

２
人
を
か
え
し
先
制
。
三
回

は
小
菅
、
小
山
の
下
位
打
線

の
連
続
適
時
打
で
３
点
追
加

し
た
。
先
発
星
野
は
７
回
を

４
安
打
１
点
に
抑
え
た
。

伊
勢
崎
興
陽
は
六
回
、
小

暮
、
浅
井
の
連
打
と
敵
失
で

反
撃
。
七
回
も
得
点
機
を
得

た
が
生
か
せ
な
か
っ
た
。

エ
ー
ス
星
野

要
所
抑
え
る

桐
生
工
の
主
戦
星
野
颯
斗

が
五
回
ま
で
全
て
三
者
凡
退

と
試
合
を
つ
く
っ
た
。
六
回

に
守
備
の
乱
れ
で
失
点
し
た

が
「
要
所
を
抑
え
る
こ
と
が

で
き
た
」
と
手
応
え
を
得
た

よ
う
だ
っ
た
。

打
者

人
に

球
を
投

げ
、
毎
回
の
８
奪
三
振
。
「
直

球
が
ド
ン
ピ
シ
ャ
で
気
持
ち

が
良
か
っ
た
」
と
捕
手
の
吉

沢
永
遠
が
振
り
返
っ
た
よ
う

に
、
最
速
１
３
５
㌔
の
直
球

で
コ
ー
ス
を
丁
寧
に
突
い
て

追
い
込
み
、
決
め
球
は
チ
ェ

ン
ジ
ア
ッ
プ
を
多
投
し
た
。

コ
ロ
ナ
下
で
肉
体
強
化
に

励
み
、
夏
の
群
馬
大
会
か
ら

体
重
は
５
㌔
増
。
下
半
身
に

安
定
感
が
増
し
た
。
次
戦
は

１
、
２
回
戦
と
も
に
２
桁
安

打
の
太
田
が
相
手
。
「
低
め

に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
持
ち

味
を
出
し
た
い
」
と
話
し
た
。

（
丸
山
朱
理
）

育
英
が
逆
転

終
盤
に
底
力

前
橋
育
英

０
０
０
２
０
０
０
０
３
―
５

０
０
１
２
１
０
０
０
０
―
４

高
崎
商
大
附

野球
…
前
橋
育
英
が
九
回
に

逆
転
。
宮
嶋
の
四
球
と
小
田

島
の
右
前
打
で
無
死
一
、
二

塁
と
し
、
敵
失
や
和
田
の
犠

飛
な
ど
で
３
点
を
奪
っ
た
。

継
投
の
３
番
手
須
藤
と
４
番

手
岩
崎
鈴
が
六
回
以
降
を
抑

え
、
反
撃
を
呼
び
込
ん
だ
。

高
崎
商
大
附
は
四
回
に
丸

橋
の
２
点
三
塁
打
、
五
回
に

佐
々
木
の
ソ
ロ
で
加
点
し
た

が
、
守
り
切
れ
な
か
っ
た
。

ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ

野球
…
関
学
附
が
先
発
全
員

の

安
打
。
９
人
と
も
打
点

を
挙
げ
た

初
回

高
橋
の
適

時
打
、
小
林
一
の
２
点
二
塁

打
な
ど
打
者

人
で
一
挙
７

点
。
二
回
は
山
田
の
走
者
一

掃
三
塁
打
、
三
回
は
吉
田
の

ソ
ロ
な
ど
で
引
き
離
し
た
。

前
橋
は
二
回
、
内
野
安
打

の
内
田
が
暴
投
で
二
進
、
赤

石
の
左
前
打
で
１
点
返
し
た

が
序
盤
の
失
点
に
泣
い
た
。

関
学
附

先
発

全
員

安
打

関
学
附

７
５
３
０
０
―

０
１
０
０
０
―
１

前

橋

（
五
回
コ
ー
ル
ド
）

渋
川
が
圧
倒

太
田
東

０
０
０
０
０
―
０

２
４
１
１

―

渋

川

（
五
回
コ
ー
ル
ド
）

野球
…
渋
川
は
毎
回
得
点
。

初
回
に
小
此
木
の
適
時
打
で

２
点
先
取
。
二
回
は
水
出
、

清
水
、
大
村
の
適
時
打
な
ど

で
４
点
、
五
回
は
犠
打
も
絡

め
て
２
点
と
着
実
に
攻
め

た
。
先
発
石
坂
は
１
安
打
零

封
と
安
定
し
て
い
た
。

太
田
東
は
上
村
の
１
安

打
の
み
。
四
回
に
四
球
で
出

た
金
子
が
２
盗
塁
で
三
進

す

る

も

本

塁

が
遠

か

っ

た
。

利根商圧勝
攻守 なし
継投策決まる

市
太
田

０
０
０
０
１
０
０
―
１

２
０
４
１
０
２
×
―
９

利
根
商

（
七
回
コ
ー
ル
ド
）

野球
…
利
根
商
は
攻
守
に

な
し
だ
っ
た
。
敵
失
絡
み
で

初
回
に
２
点
先
取
。
三
回
、

遠
藤
の
右
前
打
な
ど
で
２
死

満
塁
と
し
、
保
坂
の
適
時
打

な
ど
で
追
加
点
を
奪
っ
た
。

守
っ
て
は
高
橋
、
那
須
、
内

田
耀
、
内
田
湘
と
継
投
し
た
。

市
太
田
は
五
回
、
須
藤
朱
、

木
村
の
四
死
球
を
足
場
に
暴

投
で
１
点
返
し
た
が
、
前
半

の
失
点
が
重
か
っ
た
。

軽
快
な
守
備
で

チ
ー
ム
け
ん
引

真
庭
主
将

〇
…
利
根
商
は
２
学
年
で

部
員

人
が
集
う
大
所
帯
。

ベ
ン
チ
に
入
れ
な
い
選
手
も

当
然
多
い
。
遊
撃
手
を
務
め

る
真
庭
和
志
主
将
は
「
彼
ら

の
た
め
に
も
恥
の
な
い
プ
レ

ー
を
す
る
」
と
、
ス
タ
ン
ド

に
い
る
仲
間
を
思
い
や
る
。

思
い
の
こ
も
っ
た
グ
ラ
ブ

は
打
球
を
こ
ぼ
さ
な
か
っ

た
。
初
回
２
死
満
塁
、
二
遊

間
へ
の
強
烈
な
打
球
を
「
先

取
点
を
与
え
た
く
な
か
っ

た
」
と
気
迫
の
ス
ラ
イ
デ
ィ

ン
グ
キ
ャ
ッ
チ
。
こ
の
日
、

５
度
打
球
が
き
た
が
、
全
て

軽
快
に
さ
ば
い
た
。
１
年
の

夏
か
ら
公
式
戦
に
出
場
す
る

経
験
を
生
か
し
、
堅
守
で
チ

ー
ム
を
け
ん
引
す
る
。

前
東
が
逆
転

高
商
を
破
る

高
崎
商

０
０
０
１
０
０
０
０
０
―
１

０
０
０
０
０
１
１
０
×
―
２

前
橋
東

野球
…
前
橋
東
が
粘
り
勝
っ

た
。
１
点
を
追
う
六
回
、
中

前
打
の
青
野
が
盗
塁
や
犠

打
で
三
進
し
、
三
浦
の
中
犠

飛
で
か
え
り
同
点
。
七
回

に
大
森
の
二
塁
打
や
今
井
の

犠
打
で
１
死
三
塁
と
し
、
佐

藤
の
ス
ク
イ
ズ
で
逆
転
し

た
。高

崎
商
は
四
回
、
鎌
田
の

ソ
ロ
で
先
制
し
た
が
、
以
降

を
３
安
打
に
抑
え
ら
れ
、
追

加
点
を
奪
え
な
か
っ
た
。
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∪
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学
童
軟
式
野
球
関
東
秋

季
県
大
会
・県

ガ
ー
ル
ズ
Ｔ

学
童
軟
式
野
球
の
日
本
ハ

ム
旗
第

回
関
東
秋
季
県
大

会
と
第
６
回
県
ガ
ー
ル
ズ
ト

ー
ナ
メ
ン
ト
（
と
も
に
県
野

球
連
盟
、
上
毛
新
聞
社
主
催
）

の
監
督
主
将
会
議
が

日
、

前
橋
市
の
同
社
上
毛
ホ
ー
ル

で
開
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
対

戦
相
手
が
決
ま
っ
た
。

関
東
秋
季
県
大
会
は
支
部

予
選
を
勝
ち
抜
い
た

チ

ー
ム
が
戦
う
。
組
み
合
わ
せ

抽
選
で
同
連
盟
の
飯
塚
章

一
副
会
長
は
「
少
し
で
も
練

習
を
重
ね
て
チ
ー
ム
の
力
を

一
つ
に
し
、
思
い
出
に
残
る

大
会
に
し
て
ほ
し
い
」
と
あ

い
さ
つ
。
選
手
宣
誓
を
務
め

る
北
部
ビ
ク
ト
リ
ー
ズ
（
高

崎
）
の
高
橋
颯
翔
主
将
は
「
全

体
の
雰
囲
気
が
少
し
ず
つ

良
く
な
っ
て
い
る
。
優
勝
を

目
指
し
た
い
」
と
意
気
込

ん
だ
。

大
会
は

月
２
日
に
開
幕

し
、

日
の
決
勝
ま
で
前
橋

市
の
上
毛
新
聞
敷
島
な
ど
県

内
３
球
場
で
行
わ
れ
る
。
優

勝
チ
ー
ム
は
関
東
大
会
（

月
、
千
葉
）
に
出
場
す
る
。

ガ
ー
ル
ズ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

は
５
チ
ー
ム
が
出
場
し
、

月
２
〜

日
に
県
内
３
球
場

で
行
わ
れ
る
。（
斎
藤
大
希
）

（
組
み
合
わ
せ
は
と
も
に

後
日
掲
載
）

相
手
決
ま
り
気
合

∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪

埼
玉
武
蔵
ヒ
ー
ト
ベ
ア
ー
ズ

（
東
地
区
）
０
０
１

０
２
０

０
０
１
―
４

０
０
０

０
０
０

２
０
０
―
２

オ
セ
ア
ン
滋
賀
ブ
ラ
ッ
ク
ス

（
西
地
区
）

（

日
・

時
、
オ
セ
ア
ン
Ｂ
Ｃ
ス
タ

ジ
ア
ム
彦
根
、
１
２
６
人
）

▽
プ
レ
ー
オ
フ
準
決
勝
第
２
戦
（
埼

玉
１
勝
１
分
け
）

▽
勝

小
野
寺

▽
Ｓ

利
光

▽
敗

菅
原

ペ
ガ
サ
ス
か
ら

Ｂ
Ｃ
選
抜
３
選
手

巨
人
３
軍
と
交
流
戦

野
球
の
独
立
リ
ー
グ
、
ル

ー
ト
イ
ン
Ｂ
Ｃ
リ
ー
グ
は

日
、
Ｎ
Ｐ
Ｂ
巨
人
３
軍
と
の

交
流
戦
（

、

日
・
ジ
ャ

イ
ア
ン
ツ
球
場
）
に
出
場
す

る
選
抜
メ
ン
バ
ー
を
発
表

し
、
群
馬
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ペ

ガ
サ
ス
か
ら
は

日
の
試
合

に
田
代
大
輝
投
手
、
速
水
隆

成
捕
手
（
桐
生
第
一
高
出

身
）
、

日
は
荻
野
恭
大
投

手
（
桐
生
西
高
出
身
）
が
選

ば
れ
た
。
試
合
は
両
日
と
も

午
後
０
時
半
か
ら
無
観
客
で

行
わ
れ
る
。
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